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第3期生、アジア春研修へ

ラオス研修
　2016年春の海外研修の訪問先はラオスとモンゴルとなり、登龍門第3期履修生
14名が参加したラオス研修は2016年3月2日（水）から3月11日（金）まで実施
されました。第3期履修生にとっては、10月のモンゴル初年次研修に続く2度目の
海外研修です。そのため、経済発展の著しいASEANの中にあって、小国で内陸
国でもあるラオスの現状と将来をより深く掘り下げるように、「ラオスの経済発展
を考える」を研修テーマとしました。具体的には、3グループに分かれた各グルー
プにラオス人学生が2名ずつ加わり、①ASEAN経済統合深化によるラオスへの影
響、②対外直接投資の流入によるラオスへの影響、③進出日系企業から見たラオス
経済政策、といったサブテーマをグループごとに選択し、事前学習、現地研修を通
して調査・検討を行い、経済発展のための提言を取りまとめました。
　現地での研修は、初日のラオス人学生との初顔合わせでもあるオリエンテーショ
ンと角谷快彦特任准教授発案のアイスブレークを兼ねた「Economic Game」から
始まり、ラオス日本センターの紹介とラオスの経済概況、ラオスにおける不発弾問
題、といったラオスをより深く知るための講義や海外からラオスに進出した企業や
経済特区への訪問、それにグループでの議論を加え、講義・見学・グループワーク
の三本立ての内容で実施されました。
　研修の中盤で、ベトナム、ラオス、タイ、ミャンマーをつなぐASEAN東西回
廊のラオスでの拠点となるサバナケットへ飛行機を使って1泊2日で訪問しまし
た。サバナケットでは、経済特区Savan Park事務所、特区内にある日系の化粧品
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およびプラスチック製玩具の製造企業K.P. 
Beau Lao社、タイにあるトヨタ自動車の
組み立て工場向けの自動車のシートカバー
を製造する豊田紡織ラオス社を訪問し、実
際に企業誘致、企業経営を行っている当事
者から生の声を聞くことができました。特
に後の2社の社長には、現地での夕食会に
も別途お声をかけたJICA専門家夫妻とと
もに参加していただき、履修生にとっては
普段なかなか聞くことのできない貴重なお
話を伺う機会となりました。このことはビ
エンチャンで訪問した、タイ資本のスー
パーマーケットRimping Supermarket、
安 全 靴 の 製 造 企 業 Lao Midori Safety 
Shoes社を訪問した際にも言えることで、
実際に現場を訪れ、自分の目で見て、当事
者の生の声を直接聞くことは、将来実社会
で活躍する登龍門履修生にとってはとても
重要なことです。
　研修の後半では、それまでの検討結果と
最後の提言に向けた方向性についての中間
発表を行い、その場にはラオス人実業家2
名も参加して、ラオスで実際に事業を行っ
ている者としての視点からコメントをいた
だきました。
　そしていよいよ迎えた最終発表会では、
ラオス日本センター鈴木康次郎チーフアド
バイザー、同Somchay Phetlamphanh副
所長、それに、滞在途中で急遽お話を伺う
機会を得た農業省JICA専門家瀬尾　充氏
をゲストとしてお迎えして、グループごと
の発表を行いました。発表内容は、中間発
表時から著しい進歩が見られ、どのグルー
プもわかりやすく筋が通り、かつよく検討
が行われているのが感じられ、同行してい
た教員も安心しました。
　今回のラオス研修では、履修生が研修に
意欲的に取り組んだのが印象的でした。訪
問先では毎回制限時間を上回るほどの質問
があり、グループワークでも積極的に教員

へ質問や相談を行いました。さらに、各グ
ループ内で活発な議論が繰り広げられ、意
見の対立もありながら、それらを乗り越え
て最終発表に至りました。研修全体を通し
て履修生は、ラオスについての知識を広め
たのみならず、ASEANの経済動向、国家
レベルの経済発展、産業開発、企業の海外
進出、人事管理、等々、多くのことを学び
ました。さらに、活発な議論が行われたグ
ループワークや、出発前、中間、最終と3
度のプレゼンテーションを通して、コミュ
ニケーション能力、ディベート力、自己表
現能力、説得力など、知見を広めただけで
なく多くの能力が身についたと思われま
す。

（勝田幸秀）
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モンゴル研修
　モンゴルの首都ウランバートルでは、冬
期間、石炭燃焼を主な原因とする大気汚染
が深刻となっています。そこで「ウラン
バートル大気汚染の調査と提言」をテーマ
とするモンゴル研修を2016年2月27日（土）
から3月7日（月）で行い、9名の履修生

（2期生2名、3期生7名）が参加しました。
今年で3年目となります。
　研修前半では、積雪試料を分析し大気汚
染物質を特定しました。雪は大気中の汚染
物質を取り込んでいるので、元素やイオン
を分析し汚染を定量的に議論できます。研
修後半では、発電所や気象環境モニタリン
グセンターなどを訪問し、モンゴルにおけ
る大気汚染対策の現状を見学しました。研
修の最後には、研修を通して得た内容に基
づき環境問題解決への提言を行いました。
　研修実施にあたり、名古屋大学環境学研
究科、博物館（フィールドリサーチセン
ター）、モンゴル科学技術大学から全面的
な協力を毎年得ています。ここに謝意を表
します。

●● 野外調査と試料調整
　2月28日、モンゴル科学技術大学で研修
開講式を行いました。趣旨説明などの後、
登龍門履修生2～3名とモンゴル人学生2
名が1つのグループとなり、4グループに

分かれ調査地域の選択を行いました。式終
了後、1時間かけ市内中心部から約50km
南のマンズシレーで、現地調査法の指導を
受けました。
　2月29日、調査地域分担に従い、ウラン
バートル市内で各グループ15前後の地点
で雪試料の採取を行いました。
　3月1日、フィールドリサーチセンター
の協力と指導のもと、試料を液体と固体粒
子に分離しました。液体は、化学分析に、
固体粒子は電子顕微鏡観察に使いました。
　同日夕方、KR社のガンバット・バイス
ガラン代表取締役社長と藤田智也取締役
に、自身の経験を踏まえた起業ストーリー
をご講義いただきました。同社はモンゴル
への進出サポートや人材育成・紹介をはじ
め、日本とモンゴルをつなぐ幅広いサービ
スを提供しています。同年代の起業家によ
る講義内容に、登龍門履修生のみならずモ
ンゴル人学生も興味を持ち質問が続きまし
た。

●● 機器分析と関係機関訪問
　3月2日、分析と見学グループに分かれ
ました。2つのグループは、フィールドリ
サーチセンターで化学分析を行いました。
残る2つのグループは、気象環境モニタリ
ングセンターと大気汚染対策を施したス
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トーブの開発現場を見学しました。
　3月3日、分析と見学が入れ替わります。
前日見学だった2つのグループは、フィー
ルドリサーチセンターで試料の分析を行
いました。前日の分析グループは見学に
まわります。この日の見学グループの1つ
は、地中熱施設の見学です。地中熱を利用
した温室では、厳寒のこの時期にほうれん
草が実っていました。さらにそこから約1
時間かけ、ゾーモッド第4学校に設置され
た地中熱施設を見学しました。もう1つの
グループは、ウランバートルから南東約
75kmにあるサルヒット風力発電所を訪問
しました。室内で風力発電の優位性の説明
を受け、再生可能エネルギーへの理解を深
めました。昼食後、寒風吹きすさぶ丘陵地
におもむき、31基の風力発電プラントで
プロペラが力強く回っているのを見ること
ができました。
　3月4日、朝から降雪です。全員で第4
火力発電所見学です。石炭の貯炭場、制御
室、タービンの3カ所を見学しました。貯
炭場では貨車を反転して石炭を落とし込む
ところを見せていただきました。発電所見
学後、市内中心に戻り、JICAモンゴル事
務所を訪問しました。JICAの環境対策プ
ロジェクトの説明を受け、支援事業の仕組
みや各国の支援の取り組みの違いなどを知
ることができました。
　科学技術大学に移動し、フィールドリ
サーチセンター苗村特任助教から化学分析
結果の解析法と最終発表の留意点について
ご指導いただきました。

●● 取りまとめと成果発表
　3月5日、朝からモンゴル・日本人材開
発センターで取りまとめ作業です。各グ
ループとも直ちに発表内容のフレームづく
りを始めました。ポストイットを駆使し
て、登龍門の教育プログラムの1つである

プロフェッショナル・ディベロップメント
で修得したスキルを積極的に活用していま
した。午後に各グループが、タイトルと発
表の構成を中心に中間発表を行いました。
活動を見ておられたモンゴル科学技術大学
Baasandash Choijil副学長からは、取り
まとめに向け激励がありました。17時以
降は、ホテルの会議室を使い、ひき続き取
りまとめ作業を行いました。
　3月6日、前日同様モンゴル・日本人材
開発センターで取りまとめ作業です。昼食
後、成果発表会です。分析結果については、
3年間のデータをまとめたグループ、自分
たちの調査だけのデータでまとめたグルー
プなどさまざまです。環境問題解決への提
言では、短期的には煙突にフィルターをつ
けたストーブの普及、長期的には首都機能
と経済活動の機能を分離する国土開発の案
など、これもさまざまでした。なお、この
成果報告内容は報告書として後日モンゴル
関係機関にも送付しましたので、モンゴル
国内の行政への反映が期待できます。
　発表質疑の後、講評を長谷川好規・医
学系研究科教授とBaasandash副学長それ
にKOICA（韓国国際協力機構）専門家の
Chung Heuk jin氏からいただきました。
研修参加修了証の授与と集合写真の撮影を
行い、研修行事終了です。

（高橋裕平）

写真左より、
　城所卓雄・博物館特任教授（前モンゴル大使）
　Chung Heuk jin・KOICA 専門家
　長谷川好規・医学系研究科教授
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東京研修

　2016年5月13日（金）に、履修生28名（2
期生9名、3期生19名）が東京研修を行い
ました。この研修では、在日オーストラリ
ア大使館と日本アイ・ビー・エム株式会社
を訪問し、そこで活躍されている方々の生
の声を現場で聞くことができました。
　まず、午前中に在日オーストラリア大使
館を訪れました。大使館では、普段あまり
うかがい知ることができない大使館業務に
ついて説明を受けた後、オーストラリアの
外交戦略を政治、経済、そして教育につい
て、実際の大使館担当者から講演していた
だきました。短い時間ながらもその内容は
刺激的で、訪問終了の時間となっても履修
生からの質問は尽きることはありませんで
した。最後にBruce Miller駐日オースト
ラリア大使も顔を出してくださり、大使館
の美しい庭での記念撮影をもって、大使館
での研修を終了しました。
　続いて午後は、日本アイ・ビー・エム株
式会社箱崎本社を訪問しました。最初に
橋本孝之副会長により登龍門履修生に対
する期待のお言葉をいただいた後、アイ・
ビー・エムがリードする次世代技術である
コグニティブ・コンピューティング・シス
テム「Watson」や自動車の自動運転技術
開発のお話を聞きました。また、「Pepper

くん」のお迎えで始まった日本アイ・ビー・
エム本社内の見学ツアーでは、コグニティ
ブ・コンピューティングの概念を示す展示
などによりアイ・ビー・エムが考える「未
来」をうかがい知ることが出来た一方、ア
イ・ビー・エムの歴代の製品展示では、か
つて研究室に常備されていた製品を前に同
行の教授2名が勝手に盛り上がっていまし
た。またサイバー攻撃を世界的規模で監視
するセキュリティー・オペレーション・セ
ンターも見学し、大学とは違う雰囲気を肌
で感じることができました。
　その後、橋本副会長のご厚意によりアー
クヒルズクラブにご招待いただき、そこで
意見交換会になりました。交換会には日本
アイ・ビー・エムの名大OBも参加してく
ださり、素晴らしい東京の夜景を眼下に見
ながら、リラックスした雰囲気の中、多種
多様な話題で交流を深めました。
　とても1日で終わらせるのはもったいな
いほど、履修生には大変実りのある研修
だったと思います。多くの履修生たちが大
いに刺激を受け、将来のビジョンをより明
確にしたことでしょう。移動中や帰路に自
らのキャリアプランについて語り合ってい
たことが印象的でした。

（田代寛之）

Bruce Miller 駐日オーストラリア大使との記念撮影

日本アイ・ビー・エム株式会社
橋本孝之副会長
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火力発電所、工場の見学

　2015年3月24日（木）に、14名の履修生（1
期生2名、2期生2名、3期生10名）が中
部電力株式会社の碧南石炭火力発電所、3
月28日（月）に13名の履修生（1期生2名、
2期生2名、3期生9名）が株式会社東海メ
ディカルプロダクツの土岐工場・春日井工
場を見学しました。

●● �中部電力株式会社　�
碧南石炭火力発電所

　碧南石炭火力発電所では、まず所内の研
修センターで碧南火力発電所の規模・特徴・
発電プロセスの説明を受けた後、屋外の広
大な貯炭場を見学し、その後、2グループ
に分かれて室内見学をしました。見学に参
加した3期生の約半数は、3月上旬にモン
ゴル・ウランバートルの石炭火力発電所を
見学した後だったので、中部電力の最新の
石炭火力発電所とモンゴルの従来型石炭火
力発電所の違い、特に環境対策に大きな違
いがあることを実感していました。
　見学後の質問タイムでは、「発電所の耐
久年数」、「環境対策」、「石炭の品質と発電
効率」、「防災対策」、「電力の自由化」、「従
業員の勤務体系」など、履修生からのさま
ざまな質問に対して、中部電力株式会社川
口文夫顧問、碧南火力発電所渡部哲也所
長、碧南火力発電所浅田清智業務課長から
丁寧な説明があり、石炭火力発電所への理

解が深まりました。

●● �株式会社東海メディカルプロダクツ　
土岐工場・春日井工場

　登龍門の3期生は、2015年12月19日
（土）に東海メディカルプロダクツ筒井宜
政会長のトップリーダートークを聞き、大
きな感銘を受けました。学生からは、筒井
会長が開発したカテーテルの製造現場を見
たいという要望が多く、3月28日の工場見
学会が実現しました。土岐工場と春日井工
場では、バルーンカテーテルの手づくり製
造現場や全製品の検査過程などを詳しく見
学できました。赤ちゃん用カテーテルの開
発話に関連した質疑応答では、筒井会長か
ら『利益の追求ではなく、人の命を救うこ
とが第一』という会社の基本理念が改めて
紹介されました。
　工場見学の後には、名古屋市内のレスト
ランで筒井会長ご夫妻主催の意見交換会が
開かれました。意見交換会の最後に、筒井
陽子様から、子供を心臓病で亡くした時の
体験談とともに、『死にものぐるいで仕事
をすれば、どんなことでも達成できるの
で、がんばってください』という温かく力
強いエールが履修生達におくられました。

（足立　守）

株式会社東海メディカルプロダクツ
筒井宜政会長

中部電力株式会社
川口文夫顧問
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第1回全国リーディングプログラム合同女子会

　2016年3月26日（土）と27日（日）の
2日間、第1回全国リーディングプログラ
ム合同女子会が静岡県内のホテルにおいて
開催されました。本会は、女子大学院生
が抱えている悩みや不安について語り合
い、共有することを目的に企画されまし
た。全国のリーディングプログラムに所属
する57名の女子学生に加え、産学官のさ
まざまな分野で活躍されている17名の女
性プロフェッショナルの方々、さらに基調
講演の登壇者として日立グループで国内初
の女性執行役員となられた株式会社日立ソ
リューションズ常務執行役員の富永由加里
氏にもご参加いただきました。
　本会の開催にあたっては、PhDプロ
フェッショナル登龍門に所属する医学系研
究科の押野玲奈さんをはじめ、名古屋大学
のリーディングプログラムに所属する女子
大学院生が実行委員となって、企画から準
備、進行に至るまでほとんど学生の手で行
われました。すべての参加者にとって有意
義かつ楽しめる会にするため、秋頃から何
度もミーティングが行われ、話し合いの
テーマや発表形式から、物品の確認や参加
者情報の管理に至るまで、緻密な計画が練
られました。研究室とリーディングプログ
ラムでの活動と並行して、このような大き
な会を初めて企画するとあって、プレッ

シャーや困難もたくさんあったようです
が、それだけやりがいも感じられ、各自が
大きく成長できたのではないかと思いま
す。
　当日は、押野さんの開会あいさつからは
じまりました。緊張でいつもより硬い表情
でしたが、立派に実行委員長としての想い
を参加者に伝えることができました。続
いて、富永氏より「女性のリーダーシッ
プ」をテーマに基調講演をしていただきま
した。富永氏自身がどのような苦難に直面
し、それをどのように乗り越えてきたのか
についての具体的なお話、自信と覚悟を
もってチャレンジし続けようという熱い
メッセージは、学生の心に深く響いたよう
でした。
　学生と女性プロフェッショナルがグルー
プごとに分かれて行ったワークショップで
は、実行委員のファシリテーションのも
と、和やかかつ自由な雰囲気でありなが
ら、熱い議論が繰り広げられました。学生
は抱えている漠然とした不安、直面してい
る悩みや将来への希望について共有し、女
性プロフェッショナルの方々からは、自身
の経験を踏まえたアドバイスや違った視点
からの意見を提示していただきました。ど
のグループでも時間いっぱいまで活発な議
論が続き、最後のポスターセッションで
は、どのグループもオリジナリティの光る
発表を行いました。
　閉会式では、学生のみならず女性プロ
フェッショナルの方々からも、この会でた
くさんのことが得られたので、来年も是非
開催してほしいという意見がたくさん聞か
れました。

（田中瑛津子）

株式会社日立ソリューションズ
富永由加里常務執行役員
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●● 世界を舞台に、時代に求められるリーダーシップの構築を楽しもう
国際開発研究科　国際コミュニケーション専攻（第2期履修生）／李　嘉
人間のコミュニケーションは非常に重要な情報交換システムだ
と考えられます。しかし、この分野の知識を社会でどう応用す
べきなのか、ずっと悩んでいました。「高い専門性とそれを社会
において活用する能力を兼ね備えた人材を、日本人・留学生が
ともに学ぶ環境を通じて養成する」というプログラム目的に惹
かれ、所属専攻初の PhD プロフェッショナル登龍門履修生とし
て入校しました。海外研修では、背景の異なる履修生とのチー
ムワークを体験し、アジアの国々や企業が抱える問題を発見、

解決の訓練を受けました。トップリーダートークを通じ、理想とするリーダー像を
具体的に思い描くことが出来ました。また、多くのプレゼンテーションやコミュニ
ケーションの機会が与えられ、発信力の向上を実感しています。情報伝達の角度か
ら考えると、権力・権威・名声がまだ十分に足りていない若手リーダーが人に影響
を与えたいなら、専門知識と経験、広い視野、強い問題意識、一貫性のある主張を
上手く統合し、言葉というツールの応用を通じて伝えることにしか頼れません。登
龍門はまさにこのルートを私たちに教えてくれています。今後ここで得られた経験
を自分なりのリーダー像の構築に活用し、国境の枠を超え、国際社会に貢献できる
プロフェッショナルになるため、更に努力していきたいと思います。

●● 専門を社会で役立てるために登龍門で学んだこと、学ぶべきこと
工学研究科、機械理工学専攻（第2期履修生）／中本謙太

自分の研究を日本の将来のために最大限生かすにはどうした
ら良いだろうか？そう考えたときに私は、あらゆる分野の研
究者と共同で研究開発に取り組むことで、今までの世界にな
かった新しい道具や価値観を生み出すことのできる研究者に
なりたいと思うようになりました。PhD プロフェッショナル
登龍門では、分野も文化も異なる多種多様な履修生たちとの
グループワークの機会が多く設けられています。ときには、
自分の言いたいことが伝えられなかったり、相手の言ってる
ことの真意が掴めなかったりと、分かり合えないこともあり
ますが、我慢強く対話を続け、食い違っていた意見をみんなで 1 つにまとめあげ
るという貴重な経験を多く積むことができました。こうした活動を通じて、自分
の意見を伝える能力や相手の言っていることを理解する能力が身についてきたと
感じています。しかしながら、現状のところこのプログラムを通じて学んだ能力
と研究室での活動を通じて養ってきた研究能力が噛み合っていないと感じていま
す。これからは、積極的に自身の研究を外部にアピールすると同時に他の研究を
自分の研究とうまく関連付け、活かしていけるようになりたいと考えています。
登龍門出身の研究者として立派に卒業できるよう 3 年間死力を尽くします。


